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◎ 本日はお忙しい中、2021年3月期 第3四半期 決算説明の電話会議にご参加頂きまして、 

 誠にありがとうございます。 

 

◎ 最初にスライドの3ページをご覧ください。 
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◎ 業績ハイライトです。 

 

◎ 第3四半期累計の実績は、新型コロナウイルスの影響が続いたことにより、 

  営業損失は3,624億円、四半期純損失は3,095億円となりました。 

 

◎ 四半期ごとの業績推移をグラフでお示ししていますが、 

  営業損失の規模、ならびにEBITDAのマイナス幅は、 

  第1四半期以降、着実に縮小しています。 

  また当第3四半期に、四半期純損失が再び拡大していますが、 

  昨年10月末に策定した「事業構造改革」に則り、特別損失を計上したことが影響しています。 

 

◎ 4ページをご覧ください。 
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◎ 連結決算の概要です。 

 

◎ 売上高は、前年同期から1兆545億円減少の、5,276億円となりました。 

  上期は前年比で72パーセントの減少でしたが、 

  第3四半期単独では、同55パーセント減の水準まで改善しました。 

 

◎ 営業費用は、前年から5,724億円減少の、8,900億円となりました。 

  各種のコスト削減策を確実に実行しました。 

   

◎ これらの結果、営業損失は3,624億円となりました。 

 

◎ 営業外損益は、雇用調整助成金の計上などを含めて、116億円となり、 

  経常損失は3,507億円となりました。 

 

◎ また特別損益は、今年度末までに予定している、 

  航空機の早期退役に伴う減損を一括計上したことなどにより、 

  773億円の損失となりました。 

 

◎ この結果、親会社株主に帰属する四半期純損失は、3,095億円となりました。 

 

◎ 5ページをご覧ください。 

 



◎ 財政状態です。 

 

◎ 総資産は、前年度期末より、7,332億円増加の、3兆2,933億円となりました。 

     

◎ 自己資本は、公募増資による資本増加の影響も含めて、1兆518億円となり、 

  昨年度末と同水準になりました。 

  自己資本比率は、31.9パーセントとなりました。 

 

◎ 有利子負債は、前年度期末から、8,456億円増加の、1兆6,885億円となり、 

  デット・エクイティ・レシオは、1.6倍となりました。 

  なお、純有利子負債をベースとした、ネットデット・エクイティ・レシオは、0.6倍となります。   

 

◎ また、間接金融による借入や公募増資の実施などにより、 

  第3四半期の期末時点における手元流動性資金は、1兆440億円となりました。 

   

◎ 6ページをご覧ください。 
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◎ キャッシュフローです。  

 

◎ 営業キャッシュフローは、2,009億円の支出となりました。 

  

◎ 投資キャッシュフローについて、 

  航空機を中心に投資の抑制を図ったほか、 

  一部の新造機の受領が、メーカー都合で後ろ倒しになったことで、 

  設備投資額は前年から大幅に減少しました。 

  一方で、一時的に手元資金残高が増加したことに伴い、 

  3ヶ月超の定期預金や譲渡性預金への預け入れを行ったことが影響して、 

  投資キャッシュフローは、5,213億円の支出となりました。 

 

◎ 財務キャッシュフローは、資金調達を実行したことなどにより、 

  1兆1,105億円の収入となりました。 

 

◎ なお、定期・譲渡性預金の資金移動を除いた投資キャッシュフローから算出する、 

  実質フリーキャッシュフローは、3,045億円の支出となりました。 

 

◎ 7ページをご覧ください。 
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◎ 実質フリーキャッシュフローの推移です。 

 

◎ 第3四半期は、493億円の支出となりました。 

 

◎ 年度当初から、コスト削減や設備投資の圧縮にグループを挙げて取り組み、 

  キャッシュアウトを抑制してきた効果が徐々に現れています。 

  第3四半期では、国内線の需要回復に合わせた旅客の取り込み強化や、 

  国際貨物の生産量拡大によって、売上高を伸ばしたことが下支えとなり、 

  実質フリーキャッシュフローが、第1四半期から第3四半期にかけて、着実に改善しました。 

  投資キャッシュフローは、航空機受領などのタイミングによる変動もありますが、 

  営業キャッシュフローのみでも、第3四半期では約100億円の支出となる水準まで改善しています。 

 

◎ 8ページをご覧ください。 
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◎ セグメント別の実績です。 

 

◎ 全てのセグメントで前年から減収となりました。 

 

◎ 航空関連事業では、海外エアラインの大幅な運休・減便が続いており、 

  空港ハンドリング等の受託収入が減少しました。 

 

◎ 旅行事業では、上期の売上高は大幅に低迷していましたが、 

  10月以降、GoToトラベルキャンペーンの東京追加に伴い、国内旅行の利用が増加したことから、 

  第3四半期単独の売上高は、前年比で約6割の水準となりました。 

   

◎ 商社事業では、食品事業の売上は前年を上回ったものの、 

  空港免税店や物販店などのリテール部門を中心に減収となりました。 

 

◎ 続きまして、航空事業の詳細についてご説明します。 

  10ページをご覧ください。 
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◎ 航空事業における営業利益の、前年同期比較です。 

 

◎ 売上高は、9,632億円の減少となりました。 

  内訳は、ANA国際旅客で4,757億円、国内旅客で3,971億円、 

  LCCで489億円の減収となった一方、 

  貨物郵便収入では169億円の大幅な増収となりました。 

 

◎ 営業費用は、5,031億円の減少となりました。 

  生産量の機動的な調整により、変動費を削減したほか、 

  固定費についても、緊急的な対応策のさらなる深掘りに努めました。 

 

◎ 以上の結果、航空事業の営業利益は、前年から4,601億円減少して 

  3,480億円の損失となりました。 

   

◎ 11ページをご覧ください。 

10 



11 

◎ 事業別の概況について、ご説明します。 

 

◎ 国際旅客では、入国規制が一部で緩和されたことに伴い、 

  ベトナムや中国からの旅客数が増加しましたが、需要の回復は限定的となりました。 

  限界利益の確保を前提に、貨物収入も考慮して運航便を設定しました。 

 

◎ 国内旅客では、夏場の感染拡大が収束したことで、10月から急速に需要が回復しました。 

  11月中旬以降は、再び感染拡大による影響を受けましたが、 

  生産量を柔軟に調整した結果、第3四半期単独の実績として、 

  旅客キロは前年比45パーセント、座席利用率は53パーセントとなり、 

  中期的な回復途上ではありますが、四半期ベースで着実に改善しました。 
 

◎ 12ページをご覧ください。 
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◎ 国際貨物では、半導体や電子機器、自動車関連などの主要商材や、 

  年末商戦に向けた季節需要が堅調に推移しました。 

  世界的な旅客便の運休・減便によって需給逼迫が続く中、 

  高単価貨物を優先して取り込んだことにより、第3四半期の単価は、前年比で2.2倍となりました。 

  2,500便以上を運航したフレイターの有効トンキロは、前年比で1.3倍となり、 

  旅客機を活用した貨物便の運航も含めて、生産量の最大化を追求しました。 

  その結果、四半期ベースの売上高は、前年比でプラス88パーセントと大幅に増加して、 

  過去最高の508億円となりました。 

 

◎ Peach国内線では、GoToトラベルキャンペーン等を背景に、レジャー需要の回復が顕著となる中、 

  沖縄や中部発着の新規路線を開設するなど、運航規模を拡大しました。 

  需要を積極的に取り込んだ結果、第3四半期単独の旅客数は、第2四半期と比べて約1.2倍となり、 

  座席利用率は、55パーセントまで改善しました。 

     

◎ 各事業の詳細や、航空以外のセグメントに関する業績の詳細等については、 

  13ページ以降に記載していますので、ご確認下さい。 

 

◎ 続きまして、21ページをご覧ください。 
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◎ 最後に、第3四半期の主な取り組みについてご説明します。 

   1点目は、年度当初から取り組んでいるコストマネジメントの進捗についてです。 

 

◎ 第3四半期単独では、変動費で970億円、固定費で430億円、 

   合計1,400億円のコスト削減を実行しました。 

 

◎ なお、通期では、約5,580億円のコスト削減を見込んでいます。 

   人件費関連では、待遇面に関する労働組合との協議を、昨年末までに妥結したほか、 

   機材関連では、航空機の早期退役に伴う減損処理を、第3四半期までに完了しました。 

   これらのほか、事業構造改革で策定した各種施策を順次実行することで、 

   来期を見据えた収支改善に繋げていきます。 

 

◎ 22ページをご覧ください。 
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◎ 2点目は、昨年末に実施しました公募増資についての総括です。 

 

◎ 今回の資本増強は、 

  アフターコロナの新常態に適合した「グループエアラインモデル」を早期に構築するため、 

  事業構造改革を加速すべく、財務の柔軟性を維持・強化することを目的としています。 

  今後、需要が回復する局面では、生産量を迅速に回復し、 

  グローバルでの競争優位性を維持・向上しながら再び成長を目指していく方針です。 

 

◎ なお、発行新株式数ならびに払込総額は、スライドにお示しした通りです。 

  

◎ 先般、「2021年度 ANA航空輸送事業計画」を発表しました。 

  新型コロナウイルスの影響はまだ続いていますが、 

  今後の社会情勢や航空需要の動向を見極めつつ、機動的かつ柔軟な対応を継続しながら、 

  事業構造改革で掲げた各種テーマを確実に推進してまいります。 

 

◎ 以上で、第3四半期決算についての説明を終わります。 

  ご清聴ありがとうございました。 



23 



24 


